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種子の子葉が緑色で機械化栽培に適する

ダイズ新品種「青丸くん」の育成

高田　吉丈＊１）・島田　信二＊１）・境　　哲文＊１）・河野　雄飛＊１）

島田　尚典＊２）・高橋　浩司＊３）・故 足立大山＊４）・田渕　公清＊５）

菊池　彰夫＊６）・湯本　節三＊２）・村田　吉平＊７）・酒井　真次＊８）

抄　録：「青丸くん」は, 東北農業試験場作物開発部成分育種法研究室（刈和野試験地）において, 機

械化適性に優れた青豆品種の育成を目標に, 子葉が緑色の「赤青Ｄ 165」を母に, 倒伏抵抗性強の「タチ

ユタカ」を父として 1990 年に人工交配を行い, 以後, 選抜・固定を図り, 育成した子実用青豆品種であ

る。本品種は 2002 年に岩手県の奨励品種に採用された。本品種の成熟期は「スズカリ」よりもやや早

い中生の早である。主茎長は「スズカリ」よりも短く, 倒伏抵抗性に優れ, 機械化栽培に適する。粒の

子葉色は緑, 種皮色は淡緑, 臍色は緑を呈する。栽培適地は東北中部地域である。

現在, 岩手県において青豆生産には, 市販枝豆用青豆品種が流用されている。しかし, それらは成熟期

が非常に遅い, 倒伏が著しい, 収量性が低いなどの劣等な農業特性が生産量を不安定にする要因になっ

ており, 実需者への安定供給という点でも問題がある。「青丸くん」は市販枝豆用青豆品種に比べて, 成

熟期が 21 ～ 24 日早く, 耐倒伏性を有し, 収量も高いなど, 従来の作付品種よりも優れた農業特性を有す

る。また, 豆腐の緑色がこれら市販枝豆用青豆品種よりも明らかに濃く, 特徴のある豆腐の製造が可能

である。岩手県では, 実需者へ青豆を安定供給し, 特産化を図るため, 市販枝豆用青豆品種に代えて「青

丸くん」の普及を進めている。

キーワード：新品種, ダイズ, 青豆, 子葉色緑, 倒伏抵抗性, 豆腐

A New Soybean Cultivar "Aomarukun", with Green Cotyledon and High Compatibility for

Mechanical Management.：Yoshitake TAKADA ＊１）, Shinji SHIMADA ＊１）, Tetsufumi SAKAI ＊１）, Yuhi

KONO ＊１）, Hisanori SHIMADA ＊２）, Koji TAKAHASHI ＊３）, Taizan ADACHI ＊４）, Kohsei TABUCHI ＊５）, Akio

KIKUCHI ＊６）, Setsuzo YUMOTO ＊２）, Kippei MURATA ＊７） and Shinji SAKAI ＊８）

Abstract ： A new soybean [Glycine max（L.）Merr.] cultivar "Aomarukun", registered as "Soybean

Norin 123" in 2002, was developed at the National Agricultural Research Center of the Tohoku

Region.

In order to develop a cultivar with a green cotyledon, early maturity, and high compatibility for

mechanical management, plants were selected from a cross between a green-cotyledon indigenous

Korean variety "Aka ao D165" and "Tachiyutaka".

The date of maturity of "Aomarukun" is earlier than that of "Suzukari" at Nishisenboku, Akita

（Latitude 39 ° 32' N，Longitude 140 ° 22' E）. The cultivar was classified into group Ⅲ based on
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Ⅰ 緒　　　言

日本では, 種皮や子葉が緑色の青豆は少量である

が伝統的に生産されており, うぐいす粉, ひたし豆

などに消費されている。最近では商品の差別化をね

らい, 青豆を用いて製造する豆腐用の需要も増えて

いる。現在, 東北地域では, 秋田県で「あきたみど

り」（佐々木ら　2000）などの育成青豆品種が栽培

されているが, その他多くは在来種や市販枝豆用青

豆品種を子実用に流用している。しかし, それらの

品種の多くは成熟期が遅く, 倒伏し易いため機械収

穫に不向きで, 収量性が低く不安定である。そのた

め, 農業特性や品質面について改善された新たな子

実用青豆品種が求められていた。

東北農研センター大豆育種研究室で育成した「青

丸くん」は種皮色が淡緑, 臍色及び粒の子葉色が緑

を呈するため, 緑色豆腐の製造に適している。また,

成熟期が中生の早で, 倒伏抵抗性が強いなど, 従来

の青豆品種の問題点が改善されている。これらの優

れた特性から 2002 年に「青丸くん」（だいず農林

123 号）と命名登録され, 岩手県の奨励品種に採用

された。そこでこの機会に, 本品種の来歴, 育成経

過, 特性等について報告し, 普及の参考に供したい。

「青丸くん」の育成に当たり, 岩手県農業研究セ

ンター野菜畑作研究室の作山一夫, 沼田聡, 県北農

業研究所やませ利用研究室の寺田道一をはじめ高橋

智宏, 長谷川聡, 菊地淑子の各氏には, 奨励品種決定

調査等の各種試験を実施し, その特性の把握にご尽

力いただいた。また, 系統適応性検定試験, 特性検

定試験に当たられた国公立農業試験研究機関の担当

者各位には多大なご協力をいただいた。さらに育成

地職員の鎌田精孝, 佐藤英次, 藤井修, 佐藤光晴, 高

橋明浩, 佐藤康孝, 高橋武志の各氏には育種業務の

遂行にご尽力いただいた。ここに記して各位に深く

感謝する。

Ⅱ 来歴及び育成経過

「青丸くん」は, 1990 年に東北農業試験場作物開

発部成分育種法研究室（刈和野試験地）において,

機械化適性に優れた青豆品種の育成を目標に, 種皮

the date of maturity. "Aomarukun" has purple flowers, gray pubescence, broad leaflets, and brown

pods at maturity. It has a medium stem（ca.65-85 ㎝）, and shows a determinate growth type and

high lodging resistance. Green cotyledon, pale green seed coat and green hila are the characteristics

of seeds of "Aomarukun". 

"Aomarukun" is suitable for pale green Tofu production. It is highly compatible with the central part

of Tohoku district. "Aomarukun" was released as a new recommended cultivar from Iwate prefec-

ture in 2002.

Key Words ： Glycine, Green cotyledon, lodging resistance, Tofu 

図１　「青丸くん」の系譜
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が濃褐色, 子葉が緑色の韓国在来種「赤青Ｄ 165」

を母に, 倒伏抵抗性強の「タチユタカ」を父として

人工交配を行い, 以後, 選抜・固定を図ってきたも

のである（図１）。

1996 年に「刈系 584 号」の系統番号を付し, 生産

力検定予備試験, 系統適応性検定試験及び特性検定

試験等に供試し, 成績が良好であったことから,

1999 年に「東北 141 号」の地方番号を付して奨励

品種決定調査等に供試してきたものである。2002

年に岩手県の奨励品種として採用され, 「青丸くん」

（だいず農林 123 号）と命名登録された。2001 年に

おける世代はＦ 11 である（表１）。2001 年に主要な

形質について系統間及び個体間の変異を検討した結

果（表２）, 実用的に支障のない程度に固定してい

るものと認められた。

Ⅲ 特性の概要

１　形態的並びに生態的特性

「青丸くん」と東北地域及び採用県で栽培される

代表的な標準・比較品種の主要な形態的並びに生態

的特性について, 表３及び表４に示した。いずれも

「種苗特性分類調査報告書　だいず」（だいず種苗特

表２　主な形態的形質における系統の平均値間並びに系統内の個体間の変異係数（育成地）

 g

 3.6 4.3 3.5 6.0 8. 2 .7 4.0 4.4

 3.4 5.0 4.0 4.8 7.7 8.6 3.6 4.8

 2000 75 2

 6

 

表３　形態的特徴

表４　生態的特徴
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性分類調査委員会　1995）に従い, 原則として育成

地での調査結果に基づいて分類した。

１） 形態的特性

胚軸色及び花色は紫, 小葉の形は円葉, 毛茸色は

白, その多少は中で, 「スズカリ」と同じである。

主茎長, 主茎節数は「スズカリ」と同じ中である。

分枝数は少で「スズカリ」より少ない。伸育型は有

限伸育型で, 熟莢色は褐である。粒の大小は「スズ

カリ」よりやや小さい中に属し, 粒形は球で, 種皮

色は淡緑, 臍色及び子葉色は緑, その光沢は弱であ

る（図２, 図３）。

２） 生態的特性

開花期は「スズカリ」と同じ中, 成熟期は「スズ

カリ」よりもやや早い中の早である。生態型は中間

型である。裂莢の難易は難, 倒伏抵抗性は強で「タ

チユタカ」と同じである。最下着莢節位高は中, ダ

イズウイルス病圃場抵抗性は中, ダイズシストセン

チュウ抵抗性は弱である。

２　品質と加工適性

１） 粒大, 裂皮性及び子実成分

「青丸くん」の粒度分布は, 育成地産で「タチユ

タカ」より大粒の比率が高く, また 7.3 ㎜の篩上に

70 ％以上が残ることから, 中粒に分類される（表

５）。「青丸くん」の子実の幅／長さ, 厚さ／幅の比

は, それぞれ 0.96 ～ 1.00, 0.86 ～ 0.89 であり, 粒形は

球に分類される（表６）。

「青丸くん」の裂皮の難易は, 吸水・乾燥処理

（村田ら　1991）による検定結果（表７）, 育成地

表５　粒度分布

表６　粒形調査成績

6. 6. 6.7 7.3 7.9 8.5mm

 6.7 7.3 7.9 8.5mm

% % % % % %

 0.0 . 7. 72.6 9.2 0.0 26.

 0.0 6.6 5 .8 4 .3 0.3 0.0 24.8

 0.0 0. 3.4 4 .2 53.3 2.0 3 .

 200

表７　裂皮性検定試験成績
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での生産力検定試験（表 24）及び岩手県における

試験成績（表 26）の裂皮発生程度から総合的に判

断して, 「スズユタカ」並みの中と判定される。

子実中の粗蛋白質含有率及び粗脂肪含有率の分析

は近赤外分光法（農林水産技術会議事務局・農業研

究センター編　1995）により行った。「青丸くん」

の粗蛋白質含有率は, 育成地では普通畑標準播, 転

換畑標準播で「エンレイ」よりは低く, 「スズカリ」

と同程度であり, 普通畑晩播では「スズカリ」,

「エンレイ」よりも低かった（表８）。粗脂肪含有率

は普通畑標準播では「スズカリ」よりもやや低かっ

たが, 普通畑晩播, 転換畑標準播ではやや高かった。

岩手県産「青丸くん」では, 粗蛋白質含有率, 粗脂

肪含有率ともに「スズカリ」, 「ナンブシロメ」と

同程度であった（表９）。

２） 豆腐加工適性

豆腐加工適性評価は, 東北北部地方の豆腐製造業

Ｔ社, 関東地方の豆腐製造業Ａ社, 岩手県工業技術

センター及び育成地の４カ所で実施した（表 10 －

14）。

Ｔ社実施の豆腐製造試験（1999 年・育成地産大

豆使用）では, 「青丸くん」の豆腐は「フクユタカ」

よりもゲル破断強度値がやや低いが, 「スズユタカ」

より高かった（表 10）。豆腐の色調は緑色がやや薄

かったため, 比較品種と大きな違いは見られなかっ

た。官能評価の物性面（硬さ, 弾力, 滑らかさ）に

ついても「スズユタカ」以上の評価を得たが, 味の

面で青臭み, 渋み, 不快味の評価がやや低くなる傾

向（青臭み等を感じる）が見られたため, 「スズユ

タカ」よりもやや低い評価結果となった（表 11）。

表８　子実成分検定試験成績

表９　岩手県産子実の成分検定試験成績

表 10 豆腐加工適性評価成績（Ｔ社）

100.7
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Ａ社実施の豆腐製造試験（2001 年・岩手県産大

豆使用）の結果, 豆腐の外観は「青丸くん」が一番

鮮やかな緑色であり, 市販枝豆用青豆品種の「岩手

みどり」や「秘伝」は「青丸くん」に比べてくすん

だ感じがすると評価された。３品種ともに凝固剤

GDL（グルコノデルタラクトン）の豆腐は塩化マ

グネシウムの豆腐に比べて赤みを帯びていた。「青

丸くん」の豆腐破断強度は全ての凝固剤で標準の

「フクユタカ」より低い値を示した。「岩手みど

り」, 「秘伝」との比較では, 硫酸カルシウムでは

「岩手みどり」並の破断強度を示したが, GDL では

最も低い値であった。官能評価では, 食感は柔らか

く粘りがあり, 食味は甘み, コクが強く感じられ良

好であると評価された（表 12）。

岩手県工業技術センター実施の豆腐製造試験

（2000 年・岩手県産大豆使用）では, 「青丸くん」

の豆乳は緑～赤色系を表す a* 値が最小で, 「岩手み

どり」や「秘伝」よりも緑色が濃かった。豆腐につ

いても「青丸くん」が最も濃い緑色を呈した。物性

面では, 適性凝固剤濃度が「スズカリ」, 「ナンブ

シロメ」より低めで, 適性幅は「岩手みどり」,

「秘伝」同様に狭い傾向にあるが, 豆腐としての物

性や官能評価に問題はないと判断された（表 13）。

育成地実施の豆腐製造試験（2001 年・育成地産

大豆使用）では, 「青丸くん」の豆腐の破断強度は

「スズカリ」よりもやや低い値を示したが, 豆腐と

表 11 豆腐官能評価成績（Ｔ社）

表 12 豆腐加工適性評価成績（Ａ社）
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しての物性には問題ない硬さであった（表 14）。

以上の結果から, 「青丸くん」の豆腐は, 製造方

法によっては, その緑色に多少の濃淡が見られるが,

供試した品種の中で最も鮮やかで濃く, 豆腐として

の硬さが十分で, 甘みとコクのある良食味と評価さ

れた。従って, 「青丸くん」は豆腐加工に適した大

豆品種と考えられた。図４に「青丸くん」を原料に

製造した豆腐の一例を挙げた。

３　病虫害抵抗性

１） ダイズモザイクウイルス病抵抗性

山形県立農業試験場における抵抗性検定試験の結

果, 「青丸くん」のダイズモザイクウイルス病抵抗

性は強（表 15）, 長野県中信農業試験場における抵

抗性検定試験では, 抵抗性は中と判定された（表

16）。また, 育成地における病原系統別接種試験で

C, D 系統に対する抵抗性が確認された（表 17）。

表 13 豆腐加工適性評価成績（岩手県工業技術センター）

表 14 豆腐加工適性評価成績（育成地）

表 15 ダイズウイルス病抵抗性検定試験成績

（山形県立農業験場）

表 16 ダイズモザイクウイルス病抵抗性検定試験成績

（長野県中信農業試験場）

表 17 ダイズモザイクウイルス病原系統別抵抗性

検定試験成績（育成地）

Brix pH L* a* b* mM
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 5.6 6.52 83.04 - .70 + 9.79 8.0 2.0

 4.3 6.62 83.39 - 2. 8 + .43 7.0 .0
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以上から, 「青丸くん」のダイズモザイクウイル

ス病抵抗性は中と判定された。

２） ダイズシストセンチュウ抵抗性

北海道立十勝農業試験場におけるセンチュウ抵抗

性検定試験では, 「青丸くん」のシスト寄生指数か

ら抵抗性は弱と判定された（表 18）。栃木県農業試

験場黒磯分場における抵抗性検定試験では, 葉色の

黄化程度が 1.0 と弱, また減収程度もネマシラズ

（標準品種）に比べて大きく, 「青丸くん」の抵抗

性は弱と判定された（表 19）。

以上から, 「青丸くん」のダイズシストセンチュ

ウ抵抗性は弱と判定された。

３） 紫斑病抵抗性

福島県農業試験場会津支場における紫斑病抵抗性

検定試験の結果, 標準播種区及び散水による発病促

進処理区の「青丸くん」の平均発病粒率は 6.5 ％で,

指標品種の「タマヒカリ」と同じであった。従っ

て, 「青丸くん」の紫斑病抵抗性はやや強と判定さ

れた（表 20）。

４） 大豆立枯性病害抵抗性

岩手県立農業試験場（現・岩手県農業研究セン

ター）におけるダイズ立枯性病害抵抗性検定試験

表 18 ダイズシストセンチュウ抵抗性検定試験成績

（北海道立十勝農業試験場）

表 19 ダイズシストセンチュウ抵抗性検定試験成績（栃木県農業試験場黒磯分場）

表 20 紫斑病抵抗性検定試験成績

（福島県農業試験場会津支場）

表 21 大豆立枯性病害抵抗性検定試験成績

（岩手県農業試験場　現岩手県農業研究センター）



(cm) ( ) (/ ) (kg/a) (%) (g)

 7.30 0.0 54 5.2 4.0 35.5 9.7 72 25.6

 7.28 0.07 64 4.6 6.6 49.9 27.3 00 27.9

 8. 0 0. 6 42 2.7 .5 3 . 6.2 83 26.3

 8.07 0. 6 47 .8 3.5 39.3 9.6 00 26.4

 7.28 0.03 70 6.3 5.2 54.8 3 . 85 24.8

 7.26 0.08 75 4.9 6.4 65.3 36.7 00 26.6

 999 200

 999
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の結果, 「青丸くん」の同一株内 Harosoy 対比, 平

均発病度及び発病株率は比較品種の「ナンブシロメ」

並であった。従って, 「青丸くん」のダイズ立枯性

病害抵抗性はやや弱と判定された（表 21）。

４　機械化適性

「青丸くん」の最下着莢節位高は「スズカリ」よ

りやや高く, 「スズユタカ」並みの中に分類される

（表 22）。裂莢の難易について, 「青丸くん」の温風

乾燥処理（小山ら　1971）による裂莢率が, 調査し

た２か年の全処理区において０％であったことか

ら, 「タチユタカ」と同程度の難と判定された。倒

伏抵抗性について, 育成地の生産力検定試験（表 24）

並びに岩手県で実施された奨励品種決定調査等（表

26, 表 28）において「青丸くん」の倒伏程度が「ス

ズカリ」と同程度であったことから, 「青丸くん」

の倒伏抵抗性は強に分類された。

以上から総合的に判断して, 「青丸くん」は機械

化栽培に適する品種と考えられた。

Ⅳ 生産力と栽培特性

１　育成地における成績

普通畑標準播種（刈和野試験地, 以下, 標準播と

略す）, 普通畑晩播（同, 以下, 晩播と略す）及び水

田転換畑標準播種（東北農研センター水田利用部,

秋田県大曲市, 以下, 転換畑と略す）で生産力検定

試験を実施した。耕種概要を表 23 に, 結果を表 24

に示した。

表 22 最下着莢節位高及び温風乾燥処理による裂

莢率（育成地）

表 23 生産力検定試験の耕種概要（育成地）

表 24 生産力検定試験成績（育成地）
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 *

 

 2000 6 6

 

 

(cm)
 

 

*

*

   (kg/a)

( ) (cm) ( ) (m
2
)

 999 200 5.24 5.25 0.2 0. 7 0.6 6.0 6.5 200 75 6 2 0.5 3

 2000 6. 6 0.2 0. 7 0.6 6.0 6.5 200 75 6 2 0.5 3

 999 200 6.22 7.02 0.2 0. 7 0.6 6.0 6.5 200 75 2 2 7.9 3

 999 200 5.30 6.0 0. 2 0.4 0.4 6.0 6.0 0 75 6 2 9.0 3



999 2000 200

(%) (%) (%)

6 94 ('99)

87

77 87 66

84 07

79 73 93

64 79 66

9 76 05

77

94

76

 

( )

+

-

- 6

-2

-8

- 0

( )

-2

+7

0

( )

-8

0

東北農業研究センター研究報告　第 102 号（2004）66

標準播では, 「青丸くん」は「スズカリ」と比べ,

開花期は２日遅いが, 成熟期は６日早かった。主茎

長は「スズカリ」よりも短いが, 主茎節数はわずか

に多く, 分枝数はかなり少なかった。蔓化, 倒伏は

見られなかった。全重, 子実収量ともに「スズカリ」

より約 30 ％少なく, 百粒重は「スズカリ」より

８％程度軽かった。品質は「スズカリ」よりやや優

れ中の上であった。

麦後大豆栽培を想定した晩播では, 「青丸くん」

は「スズカリ」と比べ, 開花期は３日遅いが, 成熟

期は同じであった。標準播と同様に「スズカリ」よ

りも主茎長は短いが, 主茎節数はわずかに多く, 分

枝数はかなり少なかった。全重, 子実収量は「スズカ

リ」より20％程度低いが, 百粒重は同程度であった。

品質は「スズカリ」よりやや優れ中の上であった。

転換畑では, 「青丸くん」は「スズカリ」と比べ,

開花期は２日遅いが成熟期は５日早かった。「スズ

カリ」よりも主茎長はやや短く, 主茎節数はわずか

に多く, 分枝数は少なかった。全重, 子実収量は

「スズカリ」より約 15％低く, 百粒重は約７％軽かっ

た。品質は「スズカリ」と同じ中の中であった。

２　奨励品種決定調査配付先における概評

奨励品種決定調査等に 1999 ～ 2001 年の３か年,

延べ 20 か所で供試された（表 25）。このうち, 岩手

県農業研究センターで 2000 年度以降, やや有望～

有望と評価された。

３　奨励品種採用県（岩手県）における成績

１） 岩手県農業研究センターにおける試験の

結果

「青丸くん」は 1998 年から４か年にわたって岩

手県農業研究センター（北上市, 以下, 岩手農研セン

ター）で, 2000 年から２か年にわたって同センター

県北農業研究所（軽米町, 以下, 岩手県北研究所）

で, 奨励品種決定調査等に供試された（表 26）。成

熟期は, 岩手農研センターでは市販枝豆用青豆品種

「岩手みどり」, 「秘伝」（以下, 市販青豆）より 21

～ 24 日早く, 普通大豆の主力品種「スズカリ」に

比較すると, 農研センターでは１日早く, 岩手県北

研究所では１日遅かった。主茎長は, 岩手農研セン

ターでは市販青豆より 31 ～ 39 ％短かく, 「スズカ

リ」よりやや長かったが, 岩手県北研究所では「ス

ズカリ」よりやや短かった。倒伏程度は市販青豆よ

り１ランク軽く, 「スズカリ」と同程度であった。

子実重は, 岩手農研センターにおいて, 市販青豆対

比では 211 ～ 231 ％, 「スズカリ」対比では 77 ％

であった。岩手県北研究所における子実重は, 「ス

ズカリ」対比 95 ％であった。百粒重は市販青豆よ

り 23 ～ 36 ％小さく, 「スズカリ」に比較して 11

～ 13 ％小さかった。外観品質は市販青豆と同等で,

「スズカリ」に比べると岩手農研センターで１ラン

ク劣り, 岩手県北研究所で１ランク優った。

岩手県北部（岩手県北研究所及び玉山村における

現地試験）に比較して, 岩手県南部での品質・収量

が不安定であったことから, 岩手農研センターで

2000 年及び 2001 年に播種期, 栽植密度試験を行っ

た（表 27）。６月 20 日前後の晩播においても標播

の市販青豆より成熟期は７日以上早かった。また,

晩播の場合, 密植にしても倒伏は軽微であった。子

表 25 奨励品種決定調査における成績概評一覧



( ) ( /m
2
) (cm) ( ) (/ ) (kg/a) (%) (g)

5. 9 9.5 7.22 0. 85 9.4 3.5 52.9 2 .3 00 9.6

6.05 9.5 7.30 0.07 70 6.9 3.9 44. 9. 90 9.2

6.05 .4 7.30 0.07 7 6.7 3.4 45.0 8.9 89 8.7

6.20 .4 8.09 0. 6 57 5.0 3.7 52.0 25.0 7 24.2

6.20 4.2 8.09 0. 6 60 5. 2.7 52. 25.4 9 24.7

5.2 9.5 7.27 0. 5 78 8. 4.9 64.2 27.9 00 30.5

6.05 9.5 7.3 0. 7 70 7.2 4.3 64.2 30.3 09 3 .2

6.05 .4 7.3 0. 7 75 7.6 4. 72. 3 .9 4 3 .5

6.2 .4 8.08 0.24 66 5.5 3.3 60.0 30.4 09 3 .4

6.2 4.2 8.08 0.24 69 5.6 2.6 63.7 32.3 6 32.5

6.05 9.5 8. 6 20. 8.7

6.05 9.5 8.09 .0 2 9.7 6.3 75.7 20.9 75 45.7

 9.5 /m
2

 

2000

200

(cm) ( ) (/ ) (kg/a) (%) (g)

74 6.8 3.5 77.5 39.2 8 29.4

69 5.4 3.9 2.3 48. 00 33.4

63 5.7 3.8 42.7 20.0 70 25.2

60 4.0 4.4 58.2 28.7 00 29.4

74 6.7 4.2 50.9 24. 88 27.3

64 3.5 5. 56.9 27.3 00 29.3

 999 200

(cm) ( ) (/ ) (kg/a) (%) (g)

7.26 0. 3 8 8.5 4.3 63.2 28.9 77 28.7

 7.25 0. 3 82 8.8 4.2 58. 24.6 74 25.

 7.22 0. 4 78 6.2 5.4 80.6 37.4 00 32.8

 7.20 0.09 75 5.7 5.2 82.5 33.3 00 29.4

8.06 .06 33 20.9 5.9 53.3 2.5 38 37.2

8.02 .03 8 20.5 5.0 57.2 3.7 4 44.7

 8.06 0. 9 95 8.4 3.9 98.5 44.5 95 32.3

 8.02 0.20 98 6.9 4.6 06.4 46.8 00 36.4

 2000 200 2000 200
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実重は標播に比べ, 2000 年の６月５日播種を除き晩

播の方が９～ 19 ％上回り, 密植の増収効果も認め

られた。外観品質では２か年とも晩播のほうが１～

２ランク向上した。以上の結果から, 岩手県南部に

おいて, 「青丸くん」の安定多収・高品質化を図る

栽培法として, 晩播密植栽培が有効である。

２） 岩手県内現地試験の結果

1999 年から３か年にわたって岩手県内３か所

（延べ９カ所）で現地試験に供試された（表 28）。

主茎長は「スズカリ」よりも３～ 10 ㎝長いが, 倒

表 26 岩手県農業研究センターにおける奨励品種決定調査等の試験成績

表 27 岩手県農業研究センターにおける播種時期及び栽植密度試験成績

表 28 岩手県における現地試験成績
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伏程度は「スズカリ」と同程度であった。子実重は

「スズカリ」対比で, 玉山村では 81 ％, 前沢町では

70 ％, 藤沢町では 88 ％であった。百粒重は「スズ

カリ」に比べると７～ 14 ％小さかった。外観品質

は「スズカリ」と比較して, 玉山村で１ランク優り,

前沢町と藤沢町では同程度であった。

Ⅴ 命名の由来

本品種は, 子実が丸い青豆という特徴を表し, 多

くの人に親しんでもらえることを期待して「青丸く

ん」と命名した。なお, 英語表記は「Aomarukun」

とする。

Ⅵ ま　と　め

１　適地

公立試験研究機関における奨励品種決定調査成

績, 成熟期及びダイズモザイク病抵抗性等の成績か

ら, 「青丸くん」の栽培適地は東北中部地域と判断

される。

２　栽培上の留意点

「青丸くん」の青豆としての特性を維持するた

め, できる限り本品種単一の集団栽培を行い, 他品

種との自然交雑を避ける。刈遅れは色むら等の品質

劣化の原因となるため, 適期収穫を行う。また, ダ

イズモザイクウイルスのＡ, Ｂ病原系統に抵抗性を

持たないので, 種子更新により無病種子を使用する

とともに, アブラムシ防除に努める。シストセンチ

ュウ抵抗性を持たないので, 汚染圃場での栽培と連

作は避ける。

３　期待される効果

「青丸くん」は奨励品種採用県の岩手県におい

て, 成熟期が主力品種である「スズカリ」並みで,

耐倒伏性が強く機械栽培に適しており, 子実収穫を

目的とした場合, 市販枝豆用青豆品種を流用した現

行の生産体制と比較して, より安定した生産が見込

める。このため, 実需者へ青豆の安定供給が可能と

なり, 青豆の需要の促進・拡大が期待できる。

また, 「青丸くん」は現在岩手県内で作付けされ

ている市販枝豆用青豆品種に比べて子葉の緑色が濃

いため, より緑色の濃い豆腐や豆乳の製造が可能で

ある。そこで, この特徴を生かして製品の差別化を

図り, 新たな需要を喚起することにより, 農家と実

需者の収益向上に寄与することが期待される。

４　今後の課題

「青丸くん」の特徴は子葉の濃い緑色であるた

め, 刈遅れ等による子葉色の退色は品質の低下をま

ねく。また, 収量性が「スズカリ」よりもやや劣る

ことから, 「青丸くん」の高品質多収栽培管理技術

の確立が一層の普及に向けて重要である。

今後の青豆品種育成においては, 「青丸くん」以

上の収量性, ダイズモザイクウイルス抵抗性・セン

チュウ抵抗性等の病虫害抵抗性の付与等, 安定多

収・高品質化を図る必要がある。

Ⅶ 育成関係者

（ ）内は育成担当世代を示す。

高田吉丈（F ６～ F11）, 島田信二（F ８～ F11）, 境

哲文（F ８～ F11）, 河野雄飛（F10 ～ F11）, 島田尚典

（F ７～ F10）, 高橋浩司（F ６～ F ９）, 足立大山（F3

～ F ８）, 田渕公清（F ２～ F ８）, 菊池彰夫（交配～

F ７）, 湯本節三（F ６）, 村田吉平（交配～ F ２）,

酒井真次（交配～F １）
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図２ ダイズ「青丸くん」の草本と子実の形態

2001 年　東北農業研究センター　大豆育種研究室「刈和野」産

播種：５月 24 日　畦幅： 75 ㎝　株間： 16 ㎝　１株２本立

青丸くん　　　　スズカリ

青丸くん　　　　　　　　スズカリ
（バーは 10 ㎜）
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図３ ダイズ「青丸くん」及び市販枝豆用青豆品種の子実の外観

図４ ダイズ「青丸くん」で製造した淡緑色の木綿豆腐

子実を半分に割ったところ→

青丸くん　　　　　　　岩手みどり　　　 秘伝

市販枝豆用青豆品種

青丸くん　　　　　　　　　　　　　　普通豆腐


